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パッケージのデザイン開発での活用を研究の目的とし、市場製品の分析をもとにデザイン情報のデーターベース

化の検討を行った。汎用のパソコンとアプリケーションソフトを利用し、製品の感覚的なイメージを数値化し、商

品の画像と対比することにより視覚的表現法としてのイメージマップの作成について検討した。個々のデザインプ

ロセスに合わせ、改良を加えることにより、プレゼンテーションヘの応用が可能となり利用効果は高いと思われる。

し、データとしてストックし、必要な時に取り出し、簡易に

活用するためのシステムづくりをすすめることを目的とし

た。また、実際のデザイン現場での普及が図れるように、こ

の分野で多く使われているパソコン（マッキントッシュ機）

と既存のアプリケーションソフトを利用したデータベース構

築技術について、その方法論や問題点の検討を行った。

2 ．方法

2.1 パッケージの構成要素

まず、食品パッケージの開発において、重要な因子となる

基礎データについて検討した。対象となる要素は、素材、寸

法、構造といった物性的な情報、人の心理的な要因で判断さ

れる感覚的な情報、また名前、価格、製造会社といった商品

関連情報や市場、特徴、ねらいといった商品分析情報があげ

られる。これらの要素のうち、物性的情報や商品関連情報は

機械的にストック可能であり、その中でも使用包装材料およ

びその形態については、直感的に判断できるよう大まかに 8

つに分類し、表 1 に示した。感覚的な情報は、消費者やデザ

イナーなど個々の感性により異なるため、官能検査で用いら

れる方法を参考にしてイメージを表す言語で処理する事とし

た。また商品分析情報はいつ、どこで、だれが、なにを、ど

うしてといった 5w1h のキーワードとなる言葉をストック

する方法とした。

1 ．はじめに

消費者の購買意欲に与える影響が大きい食品パッケージ

は、一般的に図 1 のように、商品企画から派生するもので、

会社の方針、製造技術、市場動向などから、開発方針が決め

られていく。パッケージデザインでは、この開発方針をもと

に商品として具体的な形に表す作業といえるが、そこでは誰

に、何を、何のためといった開発のための基本コンセプトが

決めらる。実際の作業では、そうした条件を考慮したアイデ

ア展開が行われ、その中からいくつかのデザイン案が生み出

され、製品開発が進められる。このとき、競合製品や消費者

ニーズなど関連の情報を十

分検討することが重要にな

り、このためパッケージデ

ザインの構成要素としての

素材、形状、色彩など、分

類整理された基礎的資料

が、デザイン作業において

有用となってくる。

本研究では、こうしたデ

ザイン開発への活用を考慮

し、特にパッケージのグラ

フィック的要素を分類分析

パッケージデザインのデータベース構築技術
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2.2　商品イメージの定性化と定量化

商品開発では、その商品が、どういう購買層に向けて、ど

ういう売り方を行うかなどを決めた開発コンセプトをもとに

具体的な形に表わす作業が行われる。したがって、中味とそ

れを包むパッケージがそのイメージに合致したものであるこ

とが一般的に受け入れられやすい。商品イメージはそれを見

たりさわったりすることにより得た情報を各人が感覚的に評

価・判断するものと考えられる。そのため、その感覚的な要

素にはどのようなものが含まれているか定性的にとらえる必

要がる。ここではパッケージのもつイメージを表す言語とし

て、食品関係のカタログ雑誌等から使用されている言葉を拾

い出し分類した（表 2）。しかしこれらは、販売促進を意図す

る言葉として用いられているため、偏りが見られることから、

関連の言葉を選定してその言葉の程度や構成状況でイメージ

をとらえられるよう考慮した。表 3 は文献等を参考にし、パ

ッケージのイメージを伝えると思われる 1 対の語群を示した

ものである。こうしたイメージの分析には定量化が必要にな

ってくる。本研究では、官能検査の手法を用いイメージを示

す 1 対の言語に対し価値段階法で定量化を図ることとした。

2.3　パッケージの画像データ化

消費者が商品を判断する場合、視覚情報に頼るところが大

きい。目から入る情報をもとにして、それがどんなもので、

何を目的としたものであるかなど商品のかなりの部分が判断

されると考えられる。このため、対象商品の画像をデジタル

化し、他の商品情報などと関連づけて視覚的に分析する方法

は効果的である。本手法では、カタログ、写真などをカラー

スキャナーで取り込み、画像ファイルとしてパソコン上にス

トックすることとした。実際の使用においては、画像データ

を見ながら、各イメージの評価点をつけるようになっており、

複数の採点をデータ化できるようにし、視覚的情報をもとに

商品の分析が行えるようなシステム構築を意図した。

2.4　既存アプリケーションソフトの検討

本研究では、利便性を考慮しデザイン分野で多く用いられ

ているパソコン（マッキントッシュ機）をベースに展開を図

るものとし、使用するアプリケーションソフトについても比

較的簡易に使えて一般に普及しているものの中から選択しし

た。

これらは、漢字 TALK（OS）上で動作可能で、文字情報

のストック、画像の編集や加工、データ検索・演算機能、グ

ラフ作成機能を有するものでり、デザインをすすめる上で作

業が予想される、各種商品分析を効果的に示すためのプレゼ

ンテーションの方法、利用時の操作の簡便性などを加味して

選定した。
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その結果、商品などの画像情報のデジタル化を行うため、画

像の出入力および加工用ソフトとして利用するフォトショッ

プ（Adobe 社）、基本になるデータベースとして商品の文字、

数値情報の整理と分析およびグラフ化するためのソフトとし

て EXCEL（Microsoft 社 ）、視覚的に商品イメージを表

示させるプレゼンテーション用ソフトとして、イメージマッ

プ（インタープランニング社）を選定した。

2.5 システムのフロー

デザイン作業を支援するシステムであることから、作業時

における利便性を考慮し、適時に必要データが見えるように

するため、視覚表示メニューをもうけ対応することとした。

そのシステムのフローの概要を図 2 のに示す。本システムで

は、まず市場製品の画像データを写真やカタログ等からスキ

ャナーにより取り込み、編集・加工して画像ファイルとして

ストックする。これと並行して価格、寸法、材質など定型的

にとれる情報は EXCEL にストックする。イメージに関する

データは各人で異なるため、第 2 段階として画像データを参

照しながら、イメージキーワードの有無、1 対比較法による

イメージの数値化を多人数で行い平均化するシステムとし

た。次にデータの活用段階としては、イメージマップソフト

やイラストレータを利用し、レーダーチャートや円グラフま

たイメージマップ図など、視覚的な判断資料を作成できるよ

うにした。

3 ．システムの実行

3.1 データの入力

市場製品のデータは、検索、計算、データ整理の利便性か

ら汎用データベースソフトである EXCEL（Microsoft 社）

を使い、カタログやパンフレット類から収集する事とした。

そのデータの内容は、1 ，商品情報として、品名、種類、

製造会社、価格。2 ，商品分析情報として、商品のターゲッ

ト、セールスポイントとなるキーワード。3 ，物理的な情報

として、包装の形態、寸法、重量、使用する主な色名。4 ，

感覚的情報として、ハードソフトといった 1 対の反対語の

心理尺度値とした（表 3 参照）。

調査する人によるデータの違いをなくすため商品のターゲ

ット、セールスポイントは表 2 を参考にそれを説明する言葉

で記入することとし、包装の形態は表 1 の分類コードにより

選択することした。また、感性の相違が大きく現れる感覚的

情報は、対象商品をみて表 3 に示すイメージ言語個々につき

7 段階の評価値を与え、多人数でしらべ、平均値を採用でき

る方法とした。図 3 は EXCEL を使った初期データの入力画

面を示す。

商品の画像データは、スキャナー等で取り込み、PICT 形

式でファイル化し保存した。

3.2 データの編集・分析

デザイン開発の資料として、こうしたデータベースを有効

に活用するため、EXCEL の計算機能や検索、並び替え、グ

ラフ作成機能を応用して、データの編集と分析法を検討した。

市場製品の分析の 1 つとしてセールスポイントとなる言葉を

検索し並び替え、新たな資料としてのテーブルの作成を行っ

た。表 4 は商品の特徴を示したキーワードをもとに出現数を

検索した一覧表の例である。また、図 4 は各食品の暖かい－

冷たいというイメージの程度を知るために、その割合をグラ

フ作成機能を用い、度数分布で表したものであり、図 5 は類

似商品のイメージの差を調べるため、イメージ言語を 6 個選

んでそのレーダーチャート図を作成したものである。また図

6 は、商品の全体像を知るために作成したイメージプロフィ

ールである。こうしたデータベースの機能を活用することに

より、他製品との比較や開発製品のイメージを知るなど、目

的に合わせた有効なデータ分析と資料作成が容易である。
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3.3 視覚表示

関連製品の分析は、アイデア展開をすすめたり、デザイン

クオリティを高めるうえで重要である。このときパソコンを

活用し競合製品等のデザインイメージを視覚的に示すことは、

デザイナーや開発担当者が感覚的に判断できるため分かりや

すく、有効な方法と考えられる。このため、イメージマップ

ソフト（インタープランニング社）を利用し、先に入力し

た感覚情報としてのイメージ言語を 2 個選び、その心理値と

商品の画像を xy の 2 次元的空間に配置したイメージマップ

図の作成を試みた。図 7 はその作図例で、商品イメージの分

析のため縦軸にヤング・アダルト横軸にクール・ウォームを

取ったものである。また、図 8 は別のイメージの項目として

複雑・単純、都会・田舎を選択したものであり、他社製品と

の違った視点からの比較が可能となる。

4 ．まとめ

市場製品の商品情報や商品イメージを既存のパソコンとア

プリケーションソフトを使用してパッケージデザイン開発に

活用するデータベース構築技術を検討した。そのため、市場

製品のカタログ等から連想語を調べ、商品の外観画像とその

イメージとの関連をイメージマップで視覚的に表現するなど

簡易に活用するために、その方法論や問題点の検討を行った。

その結果、下記のようなことがいえる。

①市場製品のカタログ等から商品の特徴やセールスポイン

トとなる言葉を調べ、共通に用いられている言葉から商品イ

メージの表現方法を検討した。また関連する言葉から、1 対

の反対語を選んで、比較法によりイメージの定量化を図りデ

ータベース化することとした。判断する人によるイメージの

違いを少なくするため、平均値を使うシステムとした。②

パソコンの高機能化、高性能化に伴いで EXCEL 等の汎用

ソフトやカラースキャナやデジタルカメラなどを活用するこ

とにより、製品やその分析情報など文字情報や商品の画像デ

ータなどを簡易にデータベース化できることがわかった。ま

た、データベースのグラフ作成機能などを活用すると目的の

商品に対する度数グラフやレーダーチャート図などが容易に

作成できる。

③デザイン開発において、市場製品や開発製品の位置づけ、

市場動向等の把握は重要になってくるが、本手法を用いるこ

とにより、対比する反対語を 2 軸にし、それぞれの製品をプ

ロットしたイメージマップ図が容易に作成でき、視覚的に確

認し、直感的な判断が可能となることから、設計資料やプレ

ゼンテーションとして有効に活用できる。

④商品の画像情報をデータベース化し、一般に公開するの

は知的所有権の問題にふれることなどから、各企業のデザイ

ン開発においては、本システムをベースにして自社の開発手

法に合致する内容のデータベースを構築する必要がある。

最後に、デザインワークの中で、製品イメージを関連製品

と比較し、設計の中にその改善点などを考慮していくことは、

製品の市場性を高めるうえで重要なことがらである。本シス

テムは、汎用のアプリケーションソフトの活用で容易に展開

が可能である。しかしながら、利便性を高めるには、それぞ

れのデザインプロセスにあわせて、独自のソフトを組むなど

改良の余地があり、さらに検討を加えていく必要があると思

われる。
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